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初年度の成果 

身体的バーチャルコミュニケーションシステムで解明されたコミュニケーション特性

や身体的コミュニケーションの引き込み原理を物理メディアのロボットや電子メディア

に導入することで、音声に基づいて人とかかわり、円滑なインタラクションがとれるシス

テムを研究開発し、主として以下のシステムを新たに開発し、その有効性を検証した。 

・発話単語の身体引き込み画像を用いた発話促進システム   本システムは、仮想空間

内で発話音声に基づいて聞き手キャラクタがうなずき等の身体引き込み反応をするとと

もに、発話に含まれる単語に基づく生成画像がうなずき反応をすることで、話者とのリズ

ム同調が増強され発話が促進されるシステムである。発話に伴う一連の生成画像が発話者

の発話プロセスを豊かに加速し、思い出想起や発想支援システムとしても展開される。 

・身体的引き込みキャラクタを用いた発話伝達・蓄積表現によるコミュニケーション支援

システム   本傾聴システムで実装している発話伝達・蓄積表現および聞き手キャラク

タの交代表現、本対話支援システムにおけるコミュニケーション場構築による一体感形成

表現の評価実験を行い、コミュニケーション支援効果を示した。 

・ＶＲ空間における複数悲参与者を含む雑音環境を利用した発話支援システム等 

※ 次ページに続く 



 

調査研究の進

捗状況と今後

の推進方策 

 本研究では、身体的引き込みによる感情移入に着目し、うなずきや身振りなどの身体的引き

込みをロボットや CG キャラクタのメディアに導入することで一体感が実感できる身体的コミュ

ニケーション技術と、身体的引き込みにより場を盛り上げ、場の雰囲気をつくるシステム技術

の身体的引き込み技術を基盤に、実環境及び仮想環境で身体的引き込みにより感情移入す

る身体的インタラクション・コミュニケーションの体系的な解明、それに基づく身体的インタラク

ション・コミュニケーション技術の開発、さらに生活情報技術として実証できる感情移入インタフ

ェースの構築を目的とする。その具体的道具立てとして（Ⅰ）身体的コミュニケーションの合成

的解析・理解のための身体的バーチャルコミュニケーションシステム、（Ⅱ）コミュニケーション

支援のための音声に基づく身体的インタラクションシステム、（Ⅲ）コミュニケーション場の生成

制御のための集団インタラクション・コミュニケーションシステムを研究開発展開し、対話場の

生成・制御システムのプロトタイプを構築している。本研究成果を国内外の主要な学会（IEEE 

RO-MAN, HCII, AHFE，日本機械学会年次大会，設計工学システム部門講演会（特別講演）、

ヒューマンインタフェースシンポジウム等）で発表するとともに、日本新技術展-日中大

学フェア＆フォーラム in CHINA 2019、イノベーション・ジャパン2019、岡山県立美術館

特別企画「目の目、手の目、心の目 part 2」等で実演展示した。 

現在、リズム同調を損なうことなく言語的なインタラクションを行うシステム開発とし

て、発話内単語の感情極性に基づき反応動作を行う身体引き込みキャラクタシステムや発

話単語から生成されたオブジェクトが引き込み反応することで発話を促進するシステム

等を開発している。今後も引き続き上記（Ⅰ）～（Ⅲ）を循環・統合して開発・解析・評価するこ

とで、感情移入する身体的インタラクション・コミュニケーションを体系的に解明し、感情移入イ

ンタラクション・コミュニケーションインタフェースをデザインする。研究室でのモデル実験によ

る検証だけでなく、地域社会との連携支援事業等において臨床実験を行い、生活情報技術と

しての有効性を実証する。具体的には、発話音声に基づく身体的コミュニケーションロボット・

玩具、スマートフォンやインターネット等の通信・情報機器分野、e-learning 等の教育分野、ま

た高齢者施設でのコミュニケーション支援や看護教育コミュニケーション支援への応用展開で

ある。現場での具体的なコミュニケーション課題に対処することで、心温まるヒューマンインタ

フェースを構築する。 
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